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野兎病はもともと野兎その他詔歯類動物の聞に主
としてダニを介して感染する急性に経過するペスト
様の流行病であって，アフリカ，南アメリカ，大洋
州、|を除く世界の各地で地方病として特定の地域に局
在する。
日本における流行地は近年北陸其の他での発生が
報告されているが，東北地方の山岳地帯とその周辺
部と千葉県南部丘陵地帯とが二大常在地として知ら
れている。
この疾患に関する世界でももっとも古い記録は天
保8年(1837年〉水戸藩の医師本間寵軒が公刊した
「蕩科秘録jの中の食兎中毒であり，彼はその中で現
在の野兎病と同様の感染経路，症状，治療法及び予
後をもっ新しい急性熱性疾患を記載している。彼の
記載した治療法は躍患リンパ節を手術する乙とであ
り，抗生物質による治療が行われている現在もなお
根治する為には必要な療法としてその価値を減じて
いない。
海外では 1910年米国 California州 TulareCo-
untyの詔歯類 (Californiaground squirrel，Ate-
llus beecheyi Richardson)の間にぺスト様疾患が
流行しているのが発見され，ついで G.W. McCoy 
及び C.W. Chapin !r.よりそれらの鑑死語歯類よ 
り分離 Bacteriumtularenseと名ずけられたもの
が本疾患の病原体として確認された。
ストレプトマイシンが Waksmanによって発見
され (1944)やがて本疾患に劇的効果を有すること 
が認められて以来，乙れらにより野兎病は完全民治
癒、し得るかにみえた。しかし乙の抗生物質療法が開 
始されてよりいわゆる慢性型野兎病がしばしば報告
されるに至った。 ζの病型は抗生物質療法以前Kも
存在したものであるかも知れないが，むしろ抗生物 
質により不完全に治療され外見上治癒した如くにみ
られるが実際には野兎病菌が長期にわたり生体内に
存在しているためにひき起きれるものと考える方が
妥当であるように思われる。
以下記載する実験はハツカネズミを実験的に野兎
病lζ感染せしめジヒドロストレプトマイシン(以下 
D.S.M.と記載する〉をもって不完全及び完全に治
療した際の肝臓内の生菌量を定量し，菌の運命を追
及し慢性型野兎病に関する前途の推定の可能性を検
討したものである。
実験方法 
1) 使用菌株及びその菌力
野兎病菌 No.11株及び Shu株，前者は 1952年3
月千葉県夷隅郡総野村地内(現在勝浦市内〉で発見
された野兎屍体より当教室において桜井(信〉等が分
離したものであり，後者は伝染病研究所菌株保存室
の好意により分与された米国由来の菌株である。乙
れらの菌株は実験に先立って体重 12~15 Gの白色
雑種ハツカネズミの皮下に接種し，その舞死体心血
を次代ハツカネズミの腹壁に塗抹することにより経
皮感染せしめ同様にして数代にわたり経皮的に感染 
せしめることにより菌力を増強せしめたものであ 
る。その菌力はハツカネズミに対して LD50で10ー ド
-8.5mgであった。
2) 接種
接種菌は SL寒天培地(桜井〉に 370C24時間培養
したものを生理食塩水に浮遊した。接種菌量は以下
に記載される第 1及び第2実験においては1O-6mg/
ml，第3実験では1O-4mg/mlで 0.2ml宛腹腔内に
接種された。
3) 治療
実験に先立って D.S.M.を蒸溜水に溶解し第 1
及び第2実験ではハツカネズミ 1匹あたり 1固に
700 mcg/0.2ml，第3実験では 600mcg/0.2ml，を鼠
径部皮下l乙注射した。その治療開始，回数，及び投
与間隔は各実験の項K記載する。使用した D.S.M.
は第 1実験においては科研製薬，第2及び第3実験
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第 1表 マウス肝内菌量の消長 
対 照 群 
号5第 ::-1973-ストレプトマイシン治療に関する検討
においては三共製薬の製品である。 3 2染死とした。観察はおよそ 週から ヶ月まで行わ 
4) 肝臓内生菌量の定量 れた。 
1 3群 匹宛のハツカネズミをエ{テルで、殺し，生 実験結果
110%理食塩水をもってそれらの肝の 乳剤を造り軽 実験
10 24 24 D.S.M.く遠心沈澱した上清を 倍稀釈法で稀釈，各稀釈に 菌接種後 時間目より 時間間隔で を
1 0.3mlついて 1 群 3~5 匹 I 匹あたり 宛腹腔内に 2 4投与した 回投与群及び 回投与群の動物についてr. 
L.50% S. 1接種， 致死量を求めた。舞死鼠は心血を 肝内の生菌が試験された。得られた結果は第 表及
図び第 乙示された。第 表は肝内生菌量の定量1 l 1 lζ寒天培地上に培養し菌を分離確認したもののみを感 
10-10- 10- 10- 10- 10- 10- 10-2 4 5 6 7 983 -log CLD)50
く2.612 2/3 1/3 0/3 0/3時間 
.453/324 0/33/3 2/3時間 
5.52/3 1/3 1/3 0/33/348時間 
7.63/3 3/3 2/3 1/3 0/372時間
10- 10- 10- 10-01-10-10- 85 6 7 -log CLD2 43 )50
4.72.5日 
4.82/3 1/3 1/3 0/35.5 3/3日 
7.5 3/3 3/3 1/3 1/3 0/3 3.0日 
9.5 3/3 3/3 1/3 0/3 0/3 2.7日 
14 3/3 2/3 1/3 0/3 0/3 2.6日 
21 3/3 3/3 2/3 1/3 0/3 3.6日
く32 1/3 0/3 0/3 0/3 0/3 0.7日 
45 0/3 0/3 0/3 0/3 0日 
24 24 2 D.S.M.不完全治療群;(接種後 時間目より 時間間隔で 回 を投与した群)註 . 
24 24 4 D.S.M.完全治療群;(接種後 時間日より 時間間隔で 回 を投与した群). 
・・
e o
不完全治療群 
1O~9 
。1/3 1/33.5日 3/3 3/3 3/3 1/3 0/3 /33/3 0/3 4.0 
4.5日 3/3 2J3 1/3 0/3 0/3 4.6 
7日 3/3 3/3 2/3 2/3 0/3 6.0 
9日 3/3 3/3 3/3 2/3 0/3 8.4 
11日 3/3 3/3 2/3 2/3 1/3 >8.3 
完全治療群 
10-1 10-2 10-3 10-4 10-5 ーlogCLD50) 
4.5日 3/3 3/3 2/3 2/3 0/3 4.0 
6.0日 3/3 3/3 2/3 1/3 0/3 3.6 
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おける各稀釈についての死亡鼠/接種数である。 1 群では D.S.M.投与開始後菌は減少しつづけるが
群の鼠数は精確に LD50を求めるのにかならずしも 第 7.5日より 9.5日の聞の肝内生菌があまり変化を
充分ではないが他の実験成績と比較する際の便宜上 示さず維持されるよう K思われる。これは第3実験
それらより求めた 50パーセント致死量が附記され， においてより強く示されている。第 32日において
それに基づいて接種後日数を追って生菌量の消長を 僅かではあるが生菌の存在も確認した。以後菌はお
曲線とし表わしたのが第1図である。 そらく肝内より消失したものと思われる。第21日
乙こで第1表においてハツカネズミの死亡に明ら における定量は生菌量の僅かな増加を示しているが
かな不規律が見られる乙とに注意しなければならな これは必ずしも再発を意味するものではなく被検鼠
い。 ζれはおそらくは定量に際して使用した雑種ハ 中のあるものが多くの菌量を維持しでいたのではな
ツカネズミの野兎病に対する抵抗力の個体差にもと いかと推定される。同様l乙第 32日における僅かな
づくものだろうと考えられる。そして同時に同様の 生菌量の存在は恐らく検査に供した 3匹中の 1匹だ
推定が被験群にもあてはまるものと考えられる。し けが生菌を維持していたものかも知れない。以上の
かし以下に記載する実験とともに曲線は同様の傾向 推定は先に述べた如く実験に使用した雑種ハッカネ
を示しておるので以上の考慮は得られた結果よりの ズミの抵抗力に個体差を認めることにもとづいてい
考察を大きく妨げるものではないと考えられる。 る。 
D.S.M.の投与をうけなかった対照群では接種後肝 実験 2
内生菌量は次第に増加し 72時間でほぼ極期に達し 前Iζ記されたような条件で菌接種 72時間目より
て鼠は死亡しはじめ平均 4.5日で全部発病舞死した。 12時間間隔で D.S.M.を投与し 2回投与群及び 5 
2回投与群では D.S.M.の第1回投与をうける 回投与群が試験された。対照群では，肝内生菌量は
時 5.4(-log L.D50)の肝内生菌量を有していたが投 72時間でほぼ極期に達して動物は死亡し始め平均4
与後 24時間自にはその減少を示し 60時間後最少値 目で全部発病艶死した。乙の結果からみてこの実験 
(4.0)に達した。しかし 84時間後 (4.5日〉には生菌 では治療開始の時期がやや遅きに失したようで得ら
量は再び増加を示し第 10日比極期比達して死亡し れた結果も第2表及び第2図に示される如く若干不J
はじめ平均 11.6日で全部発病舞死した。 4回投与 鮮明なものとなった。
第 2表 マウス肝内菌量の消長
文す 照 群 
)50log (LD_， 2 10-3 10-4 10-:> 10-6 10-7 10-8 10-910-
24時間 3/3 3/3 3/3 2/3 1/3 >5.6 
48時間 3/3 3/3 3/3 1/3 0/3 6.7 
72時間 3/3 3/3 3/3 2/3 1/3 >8・6
不完全治療群 
10-4 10-5 10-6 10-7 10-8 10-9 -log (LD50) 
3 日 3/3 3/3 3/3 3/3 2/3 1/3 >8.6 
3.5日 3/3 3/3 3/3 3/3 3/3 1/3 >8.7 
4 日 3/3 3/3 3/3 2/3 1/3 >7.6 
4.5日 3/3 3/3 3/3 3/3 2/3 >8.4 
5 日 3/3 3/3 3/3 2/3 0/3 8.4 
5.5日 3/3 3/3 3/3 2/3 1/3 >8.6 
完全治療群 
10-1 10-2 10-3 10-4 10-5 10-6 10-7 -log (LD50) 
5.5日 3/3 3/3 1/3 2/3 >6.5 
6.5日 3/3 2/3 2/3 0/3 5.0 
12日 3/3 1/3 0/3 0/3 1.
15日 1/3 0/3 0/3 0/3 <
19日
0.7。
7 
0/3 0/3 0/3 O/~ 

註 不完全治療群;菌を接種後 72時間日より 12時間間隔で 2回 D.S.M.を投与した

完全治療群;菌を接種後 72時間日より 12時間間隔で 5回 D.S.M.を投与した
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第 2図 マウス肝内菌量の消長 られる。すなわち第2図に見られる肝内菌量曲線の
急速な降下がそれを示し，第 15日lとおいて僅かな生
菌量を認めて以後5日間隔で 60日間観察したので
あるが菌は全く消失していた。
附図 1は感染及び治療の経過にともなう鼠の肝及
び牌の腫大を示している。対照、群においても死亡前
に至って牌の腫大を認めるが D.S.M.投与群で著付H 
明であり，特に完全に治療されるものにおいては肝
0-2~8-'O 12 Iキ Ib ~ zo自 牌共に肥大し牌において長さ1.5.-..2cm，巾0;6..;...0.8 18 
←4 廿閑併 
k一也、 平M.流棋耕 cm稀にそれ以上のものを観察する。健康マウスに
一抑制 おいても栄養状態により肝牌の大きさに差を認める 
2回投与群では D.S.M・を投与してより 24時間 けれども，それらを考慮花入れてもなお治療の経過 
l乙伴なう肝牌特l乙後者の肥大に注意される。附図 1
後に僅かに肝内生菌量の減少を示したが以後菌は急
に示すものは実験2と同様な方法で行った実験によ
速に増殖し平均 5.5日で全部発病第死した。肝内生
菌量がほぼ極期lζ達した後l乙D.S.M.の投与が開
り得られたも，のである。
始されたことからその治療効果が発揮されなかった 実験 3
ものと考えられるがそれでも尚第 1及び後述の第3 第 1及び第2実験から菌の接種及び D.S.M.の投
実験と比較すればそこにほぼ同様の傾向が認められ 与に関する条件がほぼ明らかにされたので D.S.M.
るだろう。 投与後さらに長期にわたって菌が生体内に残存する 
5回投与群においても同じ理由から D.S.M.の 可能性をたしかめるべく企だてられた。すなわちす
治療効果が発揮される以前に，すなわち投与開始後 でに実験方法の項K記載した如くより多くの接種菌 
48時間以内に被検鼠 100匹の内約 1んが死亡し以後 量とより少ない D.S.M.投与量とを用いたのであ
附 川
の投与観察が生き残ったものについてなされた。 ζ る。得られた結果は第3表及び第3図K示されてい
のため D.S.M.の治療効果がいく分鼠の野兎病に る。対照群では肝内生菌量は 72時間後lとほぼ極期に
対する個体差によって修飾されているものと考えね 達し鼠は死亡し始め平均4日で発病舞死した第 1及
ばならない。しかしとのことにもかかわらずD.S.M. び第2実験におけるよりも多くの菌量が接種された
を12時間間隔で投与したことによる突撃療法とし のKもかかわらず生存期聞に著明な差は認められな
ての効果の増大を来したことは明らかなものと考え いその理由については明らかで、な~\o
第 3表 マウス肝内菌量の消長
対照群 
10-1 10-2 10-3 10-4 10-5 10:-6 10-7 10-8 10-9 lO-!O -log (LD50) 
12時間 4/4 4/4 4/4 2/4 0/4 4.0 
24時間 4/4 4/4 2/4 0/4 0/4 4.0 
48時間 4/4 4/4 3/4 3/4 1/4 >7.3 
72時間 4/4 4/4 2/4 0/4 0/4 8.0 
96時間 4/4 3/4 1/4 0/4 8.5 
2 回治療群 
10-3 10-4 10-5 10-6 1O~7 10-8 10-9 -log (LD50) 
2日 4/4 4/4 2/4 0/4 0/4 5.0 
3 日 4/4 2/4 0/4 0/4 0/4 4.0 
4日 4/4 3/4 2/4 0/4 0/4 5.8 
5日 4/4 2/4 0/4 0/4 0/4 6.0 
7日 4/4 1/4 0/4 0/4 6.7 
9日 
11日 
4/4 3/4 1/4 0/4 7.5 
3/4 2/4 0/4 。/4 く5.80/4 
14日 4/4 1/4 0/4 0/4 0/4 4.7 
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4/4 4/4 4/4 2/4 0/4 0/4 4.0 
4/4 3/4 1/4 0/4 0/4 3.5 
4/4 4/4 2/4 0/4 0/4 4.0 
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D.S.M.は菌接種後 24時間目より 24時間間隔で
投与され， 2回投与群， 4回投与群及び 4回投与後
5日間隔をおいて更に 4回の投与を受けた再投与群
の 3群が試験された。 
2回投与群では投与開始後  48時間で菌は減少を
示したが以後再び増加し平均 8.5日で発病死亡した。
30匹の被検鼠中生き残った 4匹について2匹宛の検 
査では第 11日，第 14日と菌は減少しておりこの実
験に供された雑種鼠の抵抗力の個体差が強調きれた。
4回投与群では 2回投与群にくらべ菌はさらに減
少するが投与終了後再び僅かに増加しついで第 1実
験に見られたよう 1乙肝内生菌量の平衡状態が観察さ 
れた。乙の時期lζ僅かではあるが死亡する鼠がある。
しかし ζれは再発すなわち菌の増殖が再びお ζった 
のによるものではなくて，感染の始めに生じた病変
の慢性化叉は重要器官における病変の搬痕化，ある
いは機能の快復不全によるものではないかと考えら
れた。例えば第 29日に死亡した鼠について肝内の
生菌量を見るとエーテルで、殺したもののそれとの間 
lζほとんど差のないことは上記の推論を支持するよ
うに思われる。乙れ以後の観察は本群の残りの鼠を
事故によって失った為続けるととが出来なかった。
再投与群においては，再投与開始後菌は急速に減少
し消失する。この群においては 100日の観察期間や
せて来た 1匹。(第 60日にエーテルで、殺し検査に供
しTこ)を除いては， 外見上健康鼠となんら変るとこ 
ろを示さなかったので、あるが， 25日目以後の各個体
についての検査Kよって，僅かながら生菌を維持す
るものがあることがわかった。乙のこともまた個体
差の現われと考えられる。第  60日比観察された肝
内に多量の生菌を維持していたものについては殺す
前lζ痩せて来たと言う事から 4回投与群に見られる
ような，ある菌量が長期に渡って平衡状態を示して
維持されたことにもとづくと考えるよりも，恐らく 
何らかの原因で菌の増加が開始されたのではないか
と考えている。
乙れらの実験lとおいて分離された菌が D.S.M.
に対して耐性を獲得しτいるかどうかの検査はなさ.
れていない。
病理組織学的観察
乙の観察の為に使用された材料は第 1実験から得
られた肝である。
対照群においては 24時間後(附図 2)定量された
肝内生菌量の増加にくらべ，組織学的変化は著明で
なく，遊走細胞の浸潤と集落的な細胎集合とが観察
される。乙の細胞集落は炎症より誘発されるとはい 
え，もともとハツカネズミ肝内 K存在する骨髄性造
血巣が炎症の経過に従ってその反応像を示すという
乙とも考えられる。しかしそれを確認する手技を採
用しなかったため問題は未解決のまま残っている。 
48時間後(附図 3)菌の急速な増加とともに肝組織
全体に壊死性，浸出性の敗血症像が見られる。 72時
間後(附図 4)すなわち，死亡開始の時期に到って始 
めて核の変性萎縮崩壊が見られる。 ζれは電子顕微
鏡的に肝細胞の微細構造を観察した際に核の変性は
72時間後にいたって始めて観察された成績と一致
している。
2回投与群では 4日目(附図 5)におけ!る所見が
対照群の 48乃至 72時間の所見のほぼ中間を示し病
変の進行が停止しているととを思わせ，遊走細胞の
ほか固定性結合織細胞の増殖が認められることから
治癒機転が肉芽腫形成K向っていると考えられる。
7日目(附図 6)Kは肝内の生菌量はすでに再び増 
加じつつあるのであるが一第 1表，第 1図参照一肝
組織そのものは治癒の方向 Kむいている乙とは興味
深い。すなわち，多数の結節状の病巣が見られ固定
性結合繊細胞の増殖により肉芽腫が形成されてい
る。しかし 8.5日目(附図 7)に到ると結節状の病巣
の境界は不明瞭になり遊走細胞の浸潤が増加する。
11日目(附図 8)即ち再発後の死亡直前 lといたれば
肝組織全体K遊走細胞の浸潤，出血が見られ結節状
の病巣は区別し難くなる。ととで観察'されるもっと
も興味ある所見は D.S.M.投与後肝細胞質の染色
性がいちじるしく低下しあたかも空胞変性の如き像
を呈する ζとである。とのととは電子顕微鏡的K観
察すると細胞質中の微細構造の減少或は消失として
見られる(附図 9)
4回投与群においては， 2回投与群におけると同
様に D.S.M.投与にもとづいて肝細胞に空胞変性
様の変化が観察されるとともに，所々に限局した細
胞集合が見られる(附図 10，11)。
乙れらを肉芽腫として見るか骨髄性造血巣の炎症
の経過にともなう変化と見るかは先にふれた如く判
定が保留された。電子顕微鏡的観察から肝細胞の微
細構造における変化が修復されても被染色性の快復
はおくれることが明らかにされた。
者 察
野兎病菌をハツカネズミの腹腔内に接種しストレ
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プトマイシンを投与する場合その投与量が不充分な
時はーたん減少した肝内生菌量は投与中止後再び増
加し鼠は発病し死亡する。ストレプトマイシンの投
与をさらにつづけると菌は減少しつづけるが，突撃
療法としての短い間隔でより多くのストレプトマイ
シンを投与する場合を除いては肝内生菌量はある一
定量にまで減少した後長い間にわたって平衡状態で
維持される。その後菌は次第K減少しついで消失す
るに至るのであるが，その時期は個体の抵抗力の差 
Kよって左右されるもののようである。再び治療を
施した場合，突撃療法としてストレプトマイシンを
急速に投与した時の菌の消失は速い。
以上の結果を考えると，抗生物質特にストレプト
マイシンによる野兎病の治療が開始されて以後観察
され始めた本疾患のいわゆる慢性病型が本療法以前
に存在したにもかかわらず見すとされていたもので
あるのか，又はストレプトマイシン使用の影響下に
出現したものであるのか，の疑問にある程度の解答
が得られるように考えられる。すなわち試験管内実
験において，ストレプトマイシンの添加により本菌
が溶菌死滅するゃに就ては先K発表されたと乙ろで
あるが，その際においても菌が残余増殖を示すこと
が観察されており生体内におけるストレプトマイシ
ンの作用は体液による稀釈を考慮すると試験管内実
験よりもその発現Kいたる時間が長いのは当然とい
えよう。唯乙の際生体の有する抵抗力がその作用に
加算されていることは言うまでもない乙とで，その
ことによって体液中の有効濃度が試験管内成績より
もさらに低いものであってもなお効果をもつことが
推定される。
ほぼ一定量の菌が長期にわたって生体内に平衡状
態をたもちながら維持される ζとは，菌のもの起病
力一菌力ーと，生体の抵抗力及びストレプトマイシ
ン投与により菌の侵襲がおさえられている聞に生じ
た免疫(それは試験管内で抗体として証明される以
前のものであっても〉との聞に平衡状態が成立して
おる乙とであり，菌が次第に減少しついに消失する
ととは積算される免疫状態によるものであるといえ
ょう。
肝内生菌量が平衡状態を示している時に死亡する
鼠において，生菌量の増加，いいかえれば菌の増殖
が再び開始された為K死亡したものではないらしい
事は以上の推定をうらづけているものと思われる。
乙乙では重要器官民生じた病変の慢性化による機能
の不全，或は治癒病巣の癒痕化による機能の不全が
考えられたが，多くのもののうち Kは菌が消失した
後において，再発したもので単に平衡状態にあった
と考えるよりも，菌の増殖が再開されたと解釈する
方が妥当のように思われる一例が観察されているが
(実験 3再投与群中)乙の際は鼠の免疫状態が永く
つづかないためなのか，或は他の何らかの原因で個
体の抵抗力が著るしく低下したため生残していた菌
の増殖が再会されたのではないかと考えられる。
人体においては，野兎病擢居、後獲得された免疫は
終生維持されるものと考えられているが，不完全な
治療により重要器官中托生残した菌が長期にわたり
その免疫力との聞に平衡状態lとあることにより感染
の始めに生じた病変l乙次第に治癒機転にもとづく変
化が加わり，急性期に見られる本疾患の病変とは全
く異った型を示すにいたるものではあるまいか，い
わゆる慢性型野兎病の症例から菌を分離し得ないこ
とは必ずしも本病型の発生に菌の増殖を必要とせ
ず，ある量の生菌が維持されておればよいとする推
論を支持するもののように思われる。ハツカネズミ
と人体との聞における野兎病応対する自然抵抗力は
非常に大きな差がある。従って維持される菌量聞に
大差があることにより人体のいわゆる慢性病型から
の菌分離がこれまでの所証明されていないと考えら
れるのである。それゆえ野兎病のいわゆる慢性病型
はストレプトマイシンによる治療が開始される以前
にも存在したと考えられるが，それらは甚だまれな
ために見すとされ，ストレプトマイシン療法が広く
行われるようになってから以後本病型の発生が促進
された為最近になって人の注意をひくようになった
ものと考える方が妥当ではあるまいか。
同時に本実験の結果はストレプトマイシンの不完
全投与に対して一つの警告を明らかにしたものと考
える。
結 論
実験的l乙野兎病に感染せしめたハッカネズミ l乙ス
トレプトマイシンを投与し，その経過を肝内生菌量
を定量する ζとにより次の結果が明らかにされた。
1.投与が不充分な際には，菌は投与終了後'-ELi減
少するが再び増殖し鼠は発病死亡する。 
2.投与が発病を防ヤ庇充分であるが，菌の急速な
死滅を来きない量において菌は長い期間生体の抵抗
力及び免疫と平衡状態を保つである量の生菌が生体
内K維持される。 
3.突撃療法及び再投与法は生体の菌の急速な消失
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を来たす。本実験の結果から，いわゆる慢性型野兎
病はストレプトマイシン療法が開始されて以来特に
再びその発生の機会が与えられたものと考えられ
る。 
4.野兎病治療に際しこのストレプトマイシン投与
は充分慎重でなければならないことが警告された。 
5.病理学的観察からはストレプトマイシン投与後
における肝細胞の空胞変性様の変化が注意された。
本稿を終るに当たり千葉大学医学部細菌学教
室主任教授， 川喜田愛郎先生及び桜井信夫助
手，の絶大なる御指導と御懇篤なる御援助とを
給わったる事をここに深謝致します。
なお本研究の要旨は野兎病総合研究班第4回
会議にて (1956年 10月)席上報告された。
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( 1 ) 菌接種後  72時間目より 12時間間隔で  
D. S. M. 2回投与群の  11日目のマウ ← D.S.M. 2回
スと無処置マウス(対照)との肝及び 投与群  11日日
牌の比較図
右図牌長径の比較 平均
治療マウス  18.0mm 20.0mm 19.0mm 
無処置  11.0mm 18.0mm 14.5mm 
←対照
菌接種後  72時間目より 12時間
間隔で  D.S.M.5回投与群の  42 ←対照  
日日のマウスと無処置マウス
(対照)との肝及び牌の比較図
右図 牌の長径の比較 ← D. S.M. 
治療マウス 平均  5回投与
12.5mm 16.0mm 20.0mm 16.1mm 群42日日
無処置  
13.0mm 12.0mm 12.5mm 12.5mm 
註 代表的なものを選んで写真に示した。  
(2) 対照群菌接種後  24時間 (3) 対照群菌接種後  48時間  
遊走細胞の浸潤と細胞の集落  肝組織全体に壊死性惨出性の敗血症像
第 5号 森田論文附図  (IT) 
A
U
同
nHU 
(4) 対照群菌接種後  72時間 (5) D. S. M. 2回治療群  4日日
核の変性萎縮崩壊像  遊走細胞，回定性結合織細胞の増殖像  
(6) D. S. M. 2回治療群  7日日 (7) D. S. M. 2回治療群  8.5日円
固定性結合細織細胞の増殖肉芽腫像  遊走細胞の浸潤像  
(8) D. S. M. 2回治療  11日日	 ( 9 ) 電子顕微鏡  2，500倍像  
遊走細胞の浸潤出血像及び結節状の病巣像 	  11日目(死亡直前)の肝細胞，電子
顕微鏡像，細胞質の微細構造の変性
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( 10) D. S. M. 4回治療群にお ( 11) D. S. M. 4回治療群にお
ける限局した細胞集合像  ける局限した細胞集合像
